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国鉄分割・民営化反対、1047 名解雇撤回
新自由主義と闘う労働組合をつくろう！

国鉄全国運動６･１０全国集会
６月 10 日（日）午後１時（12 時開場）
ところ：文京シビックホール

国際連帯ニュース
新自由主義と闘う労働組合の国際的ネットワークをつくろう！

２０円

韓国金属労組ＫＥＣ支会

解雇撤回の大勝利！
　５月 30 日夜、韓国から大ニュースが飛び込んだ。

韓国・民主労総金属労組ＫＥＣ支会が 75人の整理解

雇撤回をかちとった（！）というのだ。ＫＥＣ支会が

５月 21 日～ 25 日に取り組んだ日本遠征闘争は、民

主労総ソウル本部の仲介で動労千葉が受け入れ、全面

的に支援した闘いだ。動労千葉を先頭に全国労組交流

センターの金属労働者、合同・一般労組全国協のなん

ぶユニオン、東京西部ユニオン・鈴木コンクリート分

会、さらに郵政非正規ユニオンや東京北部の精研労組

などが連日、支援・連帯闘争を闘った。日韓労働者の

共同闘争が資本を追い詰めたのだ。国際連帯と階級的

労働運動は世界を変える力を持っている。この力で６・

10国鉄大集会を成功させよう！

●解雇攻撃にストライキで反撃！

　全国金属労組亀
ク ミ

尾支部ＫＥＣ支会（ヤンテグン支会

長、組合員１９０人）は、慶尚北道亀尾市にある半導

体製造メーカーＫＥＣで整理解雇撤回を闘う労働組合

だ。

　ＫＥＣ資本は 09年から赤字経営だとして賃金カッ

トを行い、整理解雇攻撃に出てきた。これに対し労組

は２０１０年６月ストライキに突入！　会社側は工場

を閉鎖し、夜中に６００人もの暴力ガードマンで女性

労働者を宿舎から追い出すなど激しい弾圧に出た。労

組はひるまず工場占拠など実に３３３日のストライキ

を闘った。

　昨年５月、労組はストを撤回し、職場復帰を決めた

が、資本は組合員を生産現場に戻さず、労組活動の度

合いで組合員にオレンジ、黄、青のシャツを着せ、反

省文を書かせるという「教育」を実施するなど、執拗

な労組解体攻撃を加える一方で一部の労組幹部を取り

込んで御用労組を立ち上げ、支会から交渉権を奪った

のだ。

　それでも労組をつぶせないと見るや、ＫＥＣは今年

１月 13 日、全労働者の 20％に当たる１６６人に整
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　ＫＥＣ支会が「社長が出てこない交渉は意味がな

い」と強く主張するのに対し、会社側は交渉相手とし

て全国金属労組委員長を指名して事態の打開を図って

きた。ＫＥＣ支会は「金属労組委員長が出ていくから

には、郭
クァクチョンソ

正昭会長が出てこい！」と要求を突きつけた。

郭正昭会長こそがＫＥＣの最高経営者であり、労組が

「在日韓国人本国投資協会長のＫＥＣ郭正昭会長が日

本に横流しした財産は、われわれの血と汗で作ったも

のです」と弾劾している相手なのだ。

　この結果、29日に社長との交渉が実現した。席上、

労組は解雇撤回を含む交渉案を提案、到底受け入れら

れないとする会社側に労組は「受け入れないならば、

郭正昭会長のペーパーカンパニーをすべて公開する」

と突きつけた。交渉決裂かという攻防が続く。さら

に会社側は２月に御用労組との間で妥結した合意内容

（賃金削減、２組２交替制への転換など）が全組合員

に適用されるなどと強弁し、これを支会が拒否。交渉

は決裂寸前となった。

●突然の解雇撤回で勝利！

　ところが 30 日午後、ＫＥＣは突然、「経営上

の整理解雇者 75人に対し 31日付で解雇を撤回

し、６月５日から全員復職させる」と発表した

のだ。

　ＫＥＣ支会のヤンテグン支会長は「整理解雇

撤回を要求してしぶとく闘ってきた組合員たち

が勝ちとった成果だ」と勝利を確認した上で、

２０１０年に工場占拠ストライキで懲戒解雇さ

れた 20人の解雇撤回や賃金削減、交替制問題な

ど闘いはこれからだとし、「亀尾工場をつぶそう

とする者どもの陰謀を徹底して明らかにし、労

働者の権利を守りきるまで闘う」と宣言した。

理解雇を通知し、２月 24 日に 75 人を解雇し

たのである。

●元は「韓国東芝」

　亀尾市は元大統領・朴
パクチョンヒ

正煕の生地で最大の地

盤だった。ここに１９６５年日韓条約の後、韓

国最大の工業団地が造成され、１９６９年９月

にいわば国策会社として設立された「韓国東芝」

が、74 年に韓国電子株式会社（ＫＥＣ）に社

名変更した。東芝本社を訪問した際、オムジョ

ンフン教宣部長は「韓国では今も東芝という名

前で認識されている。ＫＥＣの非人間的行動は

東芝がやっていることだと目に映る」と、くぎを刺し

た（原発メーカー東芝は日本でも怒りの的だ！）。

　ＫＥＣ支会は、今春、ＫＥＣが非上場の海外企業を

通じ、資本金を横流ししている疑惑の証拠をつかんだ。

今回の日本遠征闘争は、東京・五反田にある日本子会

社＝ＴＳジャパンを抗議訪問するとともに、取引企業

各社にＫＥＣの労組弾圧の実態を訴え、「熟練した労

働者が解雇され、製品の品質が低下している」と、Ｋ

ＥＣに圧力を加えるためだ。

　さらにＫＥＣの不法派遣、偽装派遣も弾劾されてい

るが、この背後には韓国最大の労組弾圧企業サムスン

がいることも明らかになっている。ＫＥＣ支会は、亀

尾サムスン電子工場の社内下請け労働者とともにサム

スンに労働組合の旗を立てようと奮闘している。

◆労組主導で交渉

　日本遠征闘争を終えて帰国後、会社側との交渉が劇

的に動き出した。31 日にはＫＥＣの不当労働行為お

よび不当解雇の件で慶
キョンブク

北地方労働委員会の初審判が予

定されていた。
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　訪日した３人のＫＥＣ被解雇者とともに、東京で

５日間の連続闘争が闘いぬかれた。

　「５・21裁判員制度廃止！全国集会」参加を皮切

りに、22 日からＫＥＣ子会社への抗議訪問、さら

にＫＥＣの取引先であるソニー、デンソー、東芝、

三菱電機などを回り、ＫＥＣによる整理解雇と労組

弾圧の実態を具体的に明らかにするとともに、日韓

労働者の団結した闘いを見せつけた。

●熱い連帯に感謝

　オムジョンフン教宣部長は一連の行動について

「韓国ではすぐに力士のような警備員が出てきて暴

力的に排除される。仲間から警察につかまっても面

談を要求しろと言われてきた」と決意を語り、子会

社への訪問の際に弁護士が付き添ってくれたことに

感謝していた。

●武蔵野病院・精研労組を訪問

　24 日には東京北部地域の拠点組合である精研労

組がある東京武蔵野病院を動労千葉の長田敏之書記

長とともに訪問し、12 春闘勝利・非正規職化阻止

のストライキ闘争中の精研労組と感動的な合流を果

たした。

　オム教宣部長は「私たちの組合も 30代前半の女

性が組合員の３分の１。10 年のスト中に会社が食

堂を外注化しようとしていることがわかり、闘って

阻止した」と報告。また「精研労組では正規職と非

正規職の労働者が力を合わせて闘うことで団結力が

強くなってきている」との組合員の話を聞き、「日

本では少数の組合でも目標を持って団結して闘って

いる。本当に学ぶところが多い」と語った。「日本

でも韓国でも労働者はみんな同じ攻撃と闘っている

んだ」と実感。

●鈴木コンクリート工業分会の
　社前闘争に合流！

　25 日朝、ＫＥＣ労働者は板橋区浮間舟渡で鈴木

コンクリート工業分会の社前闘争に決起した。

　吉本伸幸書記長が資本を弾劾し、労働者に団結を

訴えたのに続き、マイクを握ったオム教宣部長が「労

働者はみんな労働組合に入って闘おう！」と呼びか

けた。熱を込めたアピールは 30分を超えた。解雇

撤回まで闘いぬくことを誓い合った鈴コン闘争がＫ

ＥＣ支会の日本遠征闘争の締めくくりとなった。

「ＴＳ－Ｊａｐａｎに横流しした金は
     ＫＥＣの労働者の血と汗だ」
ＫＥＣ支会解雇労働者５日間の訪日闘争
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全国金属労働組合クミ支部ＫＥＣ支会
KOREAN METAL WORKER`S UNION KUMI REGION KEC DISTRICT

文書番号 : 金属クミ KEC 23 ‒ 185 
施行日時 : 2012.  05.  30 
受　　信 : 日本の動労千葉労働組合委員長同志へ
参　　照 : 
題　　目 : 遠征闘争に送られた暖かい連帯に心から感謝いたします

1. 金属労組クミ支部 KEC 支会長ヤンテグンです。5/21 ～ 25 日まで私ど
もの支会の組合委員の日本遠征闘争が成果をもって終えることができ
ました。貴組織と同志たちのなみなみならぬ御配慮と連帯のおかげで
す。本当に感謝いたします。私ども組合員すべてが同志たちに感謝の
気持ちを持っています。再度感謝のご挨拶をお送りします。

2. 日本遠征闘争に立った３人の同志は、常に同志たちが見せてくれた驚
くべき連帯意識を組合員たちに伝えています。まことに多くの感動を
受けたといいます。支会の組合員すべてが深い信頼と連帯を感じてい
ます。

3. それなのに私ども支会が感謝を表するのか遅くなり申し訳ありません。
忙しい日程のせいにはできません。ただ、今日付で整理解雇が全員に
対して撤回されたという嬉しいニュースをお伝えすることで、お恥ず
かしいですが申し訳ないという気持ちを少しでも減らそうと思います。
ご諒解下さい。

4. 同志たちが困難な中で準備してくださったさまざまな面談をとおして
確認した事実と証拠は私どもにとても重要な闘争の武器になっていま
す。何よりも一緒に会ったさまざまな同志たちとの友情と交流が最も
大きな贈り物だと考えています。

5. 私どもの状況について常に連絡をいたします。整理解雇は撤回されま

ＫＥＣ支会から動労千葉に届いた　　感謝のメッセージ
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ＫＥＣ支会から動労千葉に届いた　　感謝のメッセージ
したが、闘いは終わってはいません。

6. そうとはいえ、いつでも私たちを訪問して下さったならば、心を
こめて歓迎いたします。11 月全国労働者大会でお会いできる機会
があると思います。その前にでも韓国に来られる機会がありまし
たら、きっと連絡して下さい。日本で結んだ篤い友愛がより深ま
る機会を持ちたいと思います。

7. 同志たちと貴重なつながりを持つことができるようにしてくれた
民主労総ソウル本部の同志たちにも特別の感謝をしています。ず
っとつながりを持って行きたいと願っています。 

8. 私どもに代わって鈴コン分会の同志たちと皆さんにも感謝のご挨
拶をお伝えください。

9. かならずお会いできることを願って、また連絡を致します . 

     　全国金属労働組合クミ支部ＫＥＣ支会支会長　ヤンテグン
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【資料１】
クミＫＥＣ解雇者７５名全員復職決定
KEC 支会「整理解雇は経営危機でっち上げを認め
たもの」　ニュース民　チョンヨンギル記者 2012 年 05 月 30 日
　　　　　＜ニュース民に掲載された記事（チャムセサンにも転載）＞

去る２月２４日、７４名の労働者を整理解雇した（株）
KEC が３０日午後「経営上整理解雇者７５名に対して３１日
付で解雇を撤回して全員復職させることにした」と明らかに
した。３１日に不当労働行為および不当解雇の件で開かれる
予定だった慶北地方労働委員会（慶北地労委）尋問会議の１
日前に出た決定であり、会社側の「経営危機による整理解雇」
が事実ではないことを自ら認めた模様だ。
これについて金属労組 KEC 支会は「整理解雇は最初から経

営危機をでっち上げて、管理者と役員の賃金を引き上げるた
めの措置であることが明らかになり正当性を失った。加えて
KEC は慶北地労委に解雇者らの人事考課評定を操作した資料
を提出したことが最近明らかになった」として「窮地に追い
込まれた KEC の選択は結局全国で最短期間の整理解雇撤回と
なった」と明らかにした。
続けて「会社は御用労組にたよって賃金削減などの名分を

つくる動きをしようとしているが、金属労組 KEC 支会は決し
てこれに同意することはできない」とし、「クミ工場を潰そう
とする者どもの陰謀を徹底して明らかにして労働者の権利を
守りきるまで闘う」と明らかにした。
KEC 支会のこのような立場は今回の整理解雇撤回決定には会
社側に他の意図があることを指摘したものだ。
会社側は「去る１７日、ソウル高等法院の仮処分異議申し

立ての結果、KEC 支会が拒否した解雇回避方策案が全組合員
に適用される可能性が生じたので、このかん難航を経てきた
経営上の解雇を撤回して全員復職措置を取ることになったも
の」だと明らかにした。これは複数労組施行時点と関連した
論争だ。
去る１７日ソウル高等法院第２５民事部は KEC が金属労組

を相手に控訴した団体交渉応諾仮処分異議申し立てで「複数
労組に関連した労組法施行日を 2010 年 1月 1日と見なけれ
ばならない」という２審判決を出した。労働組合及び労働関
係調整法（労組法）施行日を 2011 年 7月 1日と解釈した１
審判決を覆した内容だ。これは ( 株 ) ＫＥＣとの交渉権が金属
労組にあるという判決と食い違う。３審判決の前に法理的解
釈論戦が不可避と思われる。
　２月の整理解雇前に労使交渉でＫＥＣ会社側はＫＥＣ支会
に年１千万ウォンほどの賃金削減と無給休職と整理解雇撤回
案を提案した、これをＫＥＣ支会が受け入れずに整理解雇を
断行したのだ。整理解雇撤回発表後、会社側は「ＫＥＣ支会

が拒否していた解雇回
避方策を最近、法院決
定で施行することがで
きるようになった」と
金属労組ＫＥＣ支会に
も当初提示した賃金削
減案を適用する意図を
示している。

キムソンフンＫＥＣ支会首席副支会長は「（尋問に１日前の
決定に）組合員たちも慌てている。法的な解釈部分とは別個
に工場内で闘いを続ける計画」だと明らかにした。
　一方、復職となる７５名の労働者たちは６月５日から出勤
を再開する。

　KEC が去る 2月 24 日、金属労組 KEC 支会組合員 75 名を
対象に行っていた整理解雇を撤回した。会社は 5月 30 日公
文をとおして△経営上解雇者 75名全員 2012 年 5月 31 日付
で解雇撤回△復職による出勤準備のために 2012 年 6月 5日
から出勤△ 2012 年 5 月 31 日付で社員の身分が回復され賃
金等の不利益は一切無いなどの内容を労組に知らせた。

　支会はこれにより 6月 5日正常の出勤をする計画だ。ヤン
テグン KEC 支会長はこのような整理解雇撤回に対して「この
かん整理解雇撤回を要求してしぶとく闘争してきた組合員た
ちが作りだした成果だと」とその意味を伝えた。続けてヤン
支会長は「会社は複数労組と合意した賃金削減、無給循環休
職などを強要してきたが支会は受け入れなかった」とし、「す
べての問題を解決する第１が整理解雇撤回だっただけに第１
次の闘いに勝利したかたち」だと強調した。

　しかし、現場復帰以後にも解決しなければならない問題は
依然として残っている。整理解雇撤回公文で会社は「KEC 労
働組合（企業労組）と締結した労使合意書は交渉代表労組と
締結した労使合意書だということがソウル高等法院決定で確
認された」とし、企業労組との合意内容が会社の全組合員に
適用される状況だと主張している。

　会社は去る 2月 7日、すでに企業労組と△賞与金 300% △
3組 3交替を 2組 2交替に転換△交替制転換による余裕人員
を循環無給実施△固定O/T廃止などに合意している。そして、
整理解雇を前に支会にもこのような内容をそのまま受け入れ
ることを要求した。この合意のままだと組合員１人当たり年
間１千万ウォンに達する賃金が削減されるわけだ。支会がこ
のような案を拒否するや会社は2月24日、整理解雇を強行し、
それに対してこのかん支会は整理解雇撤回を要求してソウル
上京闘争、KEC 工場とサムソン電子工場前集会、日本遠征闘
争などを展開してきた。

　ヤン支会長は「整理解雇が撤回されただけに今、現場で第
２次闘争を準備する」と強調した。ヤン支会長は「このかん
会社は自分たちの利益のために整理解雇をした。KEC 資本の
不当性が露わになった」とし「賃金削減、交替制変更など残
る懸案問題のために闘争を続ける」と明らかにした。支会に
は去る 2010 年、会社の不法な職場閉鎖に伴う闘争を理由に
会社が懲戒解雇した 20名の解雇者が残っている。

【資料２】
KEC75 名整理解雇撤回
５月 31日付復職…「闘争の成果。現場闘争は続く」
　　　　　2012 年 05 月 30 日（水）　カンジョンジュ編集部長

＜金属労働者＞に掲載された記事


